
はじめに
シマドジョウ Cobitis biwae は本州，四国，およ

び九州の一部の地域に分布するドジョウ科魚類で

ある．著者らは琵琶湖に流入する農業用水路で体

色が淡橙色を呈するシマドジョウ１個体を採集し

た．シマドジョウの黄変個体の採集例は珍しいの

で，その形態的特徴と併せて報告する．

採集地と採集個体の特徴
体色変異個体は，２００７年１月１４日に滋賀県長浜

市の水田地帯を網目状に流れ琵琶湖に流入する農

業用水路で採集された．なお，当地では希少性の

高い魚種も生息が確認されているため，生息地保

護の観点から採集地の詳細な位置情報は省略する．

採集地点は，コンクリート護岸が施された水路が

T字に交差する個所の底泥付近である．採集地のベ

ントス相などより詳細な環境については鈴木ほか
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Abstract An orange specimen of the Cobitis biwae collected from a paddy field

ditch linked to Lake Biwa. The morphological features were described.
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（２００６a）に詳しい．

採集された個体を図１に示す．この個体は斑紋

がなく，生体時の体色は淡橙色を呈していた．ホ

ルマリン固定後の体色は淡黄色で，両眼には外部

から黒色素の存在が確認できた．主な計数形質は

以下に示すとおりである；体長３８mm，ヒゲ数６，

胸鰭条数 i＋８，背鰭条数 iii＋７，腹鰭条数 i＋５，尻

鰭条数 ii＋５，尾鰭条数８＋８．また，このほかにも

頭部前縁が側方からみて丸みを帯びることや，尾

鰭後端がいくぶん丸みを欠くこと，および両眼間

隔が狭く頭部が尖ることといった諸点で，細谷

（２０００）が示すシマドジョウ属魚類の特徴を示し

た．琵琶湖とその周辺域においては，シマドジョ

ウ属魚類としてシマドジョウ，スジシマドジョウ

小型種琵琶湖型，スジシマドジョウ大型種の３種

の分布が知られているが（川那部ほか，２００１），本

採集個体が未成魚であるため，外部形態の特徴か

らはこれら３種のいずれであるか特定できなかっ

た．しかし本調査地では，過去９年間９９回の調査

で得られたシマドジョウ属はシマドジョウのみで

あり（中川ほか，２００７；未発表データ），本個体も

シマドジョウであると考えられる．なお，最近に

なってシマドジョウには遺伝的に区別できる４集

団が国内に存在することが報告されている（Ki-

tagawa et al .,２００３）．琵琶湖周辺域では，西日本型

２倍体集団と西日本型４倍体集団が分布するとされ

ているが，現段階でこれら２集団の形態的区別点

等は明らかにされておらず，ホルマリン固定され

た本標本がどの遺伝的集団に属するものかは不明

である．

体色変異個体の特性
一般的に魚類において体色の白化現象が確認さ

れている魚種は多く（キルピチニコフ，１９８３），こ

れらはチロシナーゼの活性が著しく抑制されてい

ることに起因することが知られている（八杉ほ

か，１９９６）．その抑制の程度によって，ドジョウで

は，眼が赤く見える完全なアルビノ系統と，眼が

黒い状態の黄変系統に区別されている．この基準

に従えば，眼に黒色素が認められた本稿の体色変

異個体は，アルビノ系統でなく，黄変系統と判定

できる．ドジョウの黄変系統は，正常体色個体に

対し単純劣勢形質であることが知られ（鈴木・石

田，１９６４），ドジョウの体色変異の遺伝様式から考

えると，当地で得られたシマドジョウの体色変異

もまた単純劣勢形質である可能性が高い．一般に

このような単純劣勢形質の顕在化には，集団の近

交化の関与が示唆されている（八杉ほか，１９９６）．

当地では，スナヤツメの黄変個体もしばしば採集

されており（鈴木ほか，２００６b），周辺地域におい

て魚類集団の遺伝的多様性を低下させるような事

態が生じているのかもしれない．引き続き黄変個

図１ 採集された黄変シマドジョウ個体（上）と通常体色個体（下）．
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体の出現を注視するとともに，当地周辺での本種

の生息数，個体群動態および遺伝的多様性につい

て調査・モニタリングしていく必要があるだろう．
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